
学科名

科目名

科目区分 単位数 1単位 開講時期 ３年次前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

60%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 46 名
定期試験
受験者数

46 名 合格者数 46 名 合格率 100%

授業内容については、補助プリントを使用するなどにより、多くの問題にあたらせたいと思う。理解度の低い受講生
に対しても個別にプリントで対応したい。限られた時間を有効にできるようメリハリのある授業にしたいと思う。ま
た、彼らの意識を少しでも高めるような知識、情報を提供し、彼らが自ら積極的に学んでいくような魅力ある講座に
していければと思っている。

筆記試験さえクリアすれば、就職につながるのではないかと思われる学生ばかりであった。本講座で学んだものを
就職活動の場、また実際の職場で活かし、彼らが希望する活動、活躍ができたらと心から願っている。

２０１３年度　前期 リフレクションペーパー

本講座は受講生が実際の就職試験で各自の目標点数を獲得するための実践的講座である。点数につなげるに
は、正確さ・速さの両方が必要となる。講座の回数を重ねる毎に受講生の理解度は向上してきたものの、到達点
が点数につながるあと一歩手前の学生が多かったように思う。限られた時間内ではあるが、より多くの問題を解か
せ、正確さ・速さを確実なものにする工夫が必要と思われる。

就職計画　SPI対策　Planning Your Future

人間形成科目

部外評価
プレゼンテーション

出席

生物環境化学科・電気通信工学科・建築・デザイン学科・情報学科・経営ビジネス学科

受講生の能力に差はあったが、どの項目においても受講生全員が着実に目標を達成していると確信している。

選択科目（経営プランニングコース）
選択科目（地域マネジメントコース）
選択科目（スポーツマネジメントコース）

アウトソーシング(学研メディコン：合力朱実）(学内担当：河済 博文)

・就職試験の出題傾向などを予測できる。
・漢字・熟語などの国語力、文章読解力を身につける。
・基礎的な計算力および、図形、図表、グラフを通して思考力を身につける。
・基礎的な政治・経済のしくみについての問題が解ける。
・主要な国の地誌や貿易・農業・産業等の統計が読める。
・基礎的な歴史の流れについての問題が解ける。

第１回：導入講義：今後の授業内容について
　　　　　・企業はなぜ筆記試験（SPI・常識）を行うのか
第２回：導入テスト　常識試験①　試験問題に関する質疑応答
第３回：国語・漢字の書き取り、四字熟語
第４回：言語能力①・類義語と対照語　・二語の関係と語句の用法
第５回：言語能力②・文の並べ換え　・長文問題
第６回：確認テスト①　能力試験Ｂ（SPI対策）試験問題に関する質疑応答
第７回：社会・憲法、国会、社会経済
第８回：数学・四則演算、つるかめ算、速さ（流水算、旅人算）
第９回：非言語能力①・割合、仕事算、年齢算
第10回：確認テスト②　常識試験②　試験問題に関する質疑応答
第11回：非言語能力②・規則性、図表、集合、n進法
第12回：非言語能力③・順列、組合せ、確率、てこ
第13回：非言語能力④・不等式と領域・命題、判断推理、新傾向問題
第14回：総まとめテスト　能力試験Ａ（SPI対策）
第15回：解説とこれからの勉強法

実技

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習 計

40%
100%


